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	身近になる遺伝子組換え作物
遺伝子組換え（GM）作物についての記事は時々新聞紙上に掲載されます。最近はＥＵの方向転換、北海道の農家が実際にＧＭ大豆を栽培していたなど、大変身近な問題になってきました。そこで、最近の情報をまとめました。
米国農務省2004.6.30：2004年米国におけるＧＭ大豆の作付割合が85％となる

アドレス  http://usda.mannlib.cornell.edu/reports/nassr/field/pcp-bba/acrg0604.pdf
大豆        85％（2003年81％、総て除草剤耐性85％）

  トウモロコシ45％（2003年40％、昆虫抵抗27％、除草剤耐性13％、昆虫抵抗／除草剤耐性5％）

  綿          76％（2003年73％、昆虫抵抗16％、除草剤耐性30％、昆虫抵抗／除草剤耐性30％）
  ＊確実に毎年増加しています。他のＧＭ作物の統計は、この報告書にはありません。

欧州連合2004.9.8：ＥＵ全地域でＧＭトウモロコシの農業作付を認める

アドレス  http://europa.eu.int/comm/dgs/health_consumer/library/press/i04_1083.en.pdf
欧州委員会は、ＧＭ作物（トウモロコシ品種MON810）の農業作付を認可した。
＊ＧＭ作物は、一部の国で既に栽培されていたが、大きな方向転換で、欧州全域で初めて認められた。

WiredNews 2004.9.23：ＥＰＡの調査でGM芝の花粉が12マイル風で飛ばされ従来種と交雑

米国環境保護局（EPA）の研究者は、GＭ grass（芝、除草剤耐性）の花粉が、オレゴン州の渓谷の実験農場から風で12マイル(19.3km)も飛ばされ、従来の品種と交雑していることを確認した。生物工学関係者は、自ら作り出した遺伝子の「拡散」を管理できないことに、懸念が高まっている。
毎日新聞2004.10.1北海道版：ＧＭ大豆  北海道の農家  来年から本格栽培へ

98年、99年に北海道空知管内長沼町の農家が米国モンサントのＧＭ大豆（除草剤耐性）を4.6haで栽培し、約８トンを出荷していた。来年からは本格的に栽培する。農水省農産安全管理課は「国内でＧＭ大豆が栽培、出荷された事例はこれまで聞いたことがない。栽培に当たっては、周囲の理解を得て混乱がないよう努めてほしい」と話した。
北海道新聞2004.10.8：ＧＭ大豆  出荷ルート、一部確保（農家との質疑応答の一部）

  来年のGM大豆の栽培計画は  答）4.6haで作付けし、うち0.3 ha分の売り先は見つけた。
  なぜGM大豆を栽培するのか  答）国は大規模農家に支援を絞り、食料自給率を高めよ、という方針。
    農薬の種類を減らしてコストを削減し、規模を拡大したい。

花粉飛散による交雑などの不安にどう答えるか  答）国は周辺作物から10ｍ以上離せば交雑しないという見解。食品としての安全性を認めている。まだ消費者からの直接中止を求められていない。GM大豆を使った食品は表示の義務があるので、消費者はGM作物と非GM作物とを選択ができる。

東京新聞2004.10.16夕刊：ＧＭ菜種千葉県国道脇で見つかる

  国立環境研究所の研究者は今年６月以降、茨城県と千葉県で、国道51号線脇の16地点から西洋菜種を採取。隔離温室で栽培し、除草剤をかけるなどしてGM体かどうか調べた。その結果、千葉県の成田市と佐原市、大栄町の計７地点の菜種が、米モンサント社の除草剤ラウンドアップに耐性を示した。同港から輸送中に種が落ちた可能性が高く、最も遠い場所では鹿島港から約30kmだった。
　同研究者は「国道沿いで見つかることは予想していたが、思ったより遠い所まで広がっていた。国道の脇からは外に出ておらず、いま刈り取れば在来種との交雑を防ぐことができる。輸入企業などの責任で除去すべきだ」としている。

  我が国において、ＧＭ作物に関しての大きな転換点が近づいていると思います。（笈川）
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